
シャワートイレ一体型取替用機能部 MCタイプ
シャワートイレ一体型取替用機能部 CCタイプ

説明書セット
（便フタ裏に張ってあります）

便フタ

便座

止水栓

アース線

リモコン

浮玉

ボールタップ

安全のために守ってください！
シャワートイレを安全に取り付け、使用時の事故
を回避するための注意事項をあげさせていただき
ます。
シャワートイレの施工前に、この項目をよくお読
みいただき、事故のないように正しく取り付けて
ください。

警告 取扱いを誤った場合に、使用者が死亡
または重傷を負う危険な状態が生じる
ことが想定されます。

注意 取扱いを誤った場合に、使用者が軽傷
を負うかまたは物的損害のみが発生す
る危険な状態が生じることが想定され
ます。

・・・

・・・

用 語 の 説 明

給水ホース

ストレーナー

フロート弁

温水タンク水抜栓

便器

ロータンクフタ

施工説明書

※品番は代表的なものを例示

DWT-MC83 DWT-CC83

脱臭カートリッジ取付口フタ

脱臭カートリッジ

部品の確認（梱包内容を確認してください。） 各 部 の な ま え
手洗吐水口〈手洗付の場合〉

給水ホース

クリップ 機能部給水口

※脱臭カートリッジは、すでに商品に
組み込まれています。

機能部（ロータンク、便座、便フタ）
新取付ナット

電池（2本） 木ねじ プラスチックアンカー

ブラケット

リモコン

オーバーフロー管

洗浄ハンドル

便器洗浄ユニット
〈フルオート便器洗浄付の場合〉

流動ボタン
〈流動式便器の場合〉

給水ホース

クリップ

ホースフック

●給水は必ず上水道に接続してください。
中水道や工業用水、井戸水などを使用すると電気部品や機械部品の耐久
性が低下して、事故の原因となります。

●給水圧力は0.06MPa｛0.6kgf/cm2｝以上必要です。
0.06MPa｛0.6kgf/cm2｝以下では満足なシャワーが得られません。こ
のような場合は、お求めの取扱店にご相談ください。

必要なトイレスペースは下図のとおりです。
※製品に向かって左右共に70mm以上の空間を確保してください。

使 用 す る 水 は ？

必 要 な ス ペ ー ス は ？

タンクは、便器を設置してから施工してください。

タ ン ク を 設 置 す る 前 に

タンクを設置する前は、絶対にタンクを直接床に置かないでください。
※取付ボルト・機能部給水口が折れる恐れがあります。

タ ン ク を 床 に 置 か な い で ！

本体側（呼び8）ピンク（呼び8）

電源プラグ
（漏電保護機能付）

注意

止水栓の調節と施工後の漏水点検を必ず行っ
てください。
※漏水し、室内浸水の原因になります。

●ストレーナーを外すときは、必ず止水栓を
閉めてください。

●ストレーナーを取り付ける際は、すき間が
ないようにしっかり締めてください。

※漏水し、室内浸水の原因になります。

お客さまにお渡しするまでに凍結が予想され
る場合は水を抜いておいてください。
※凍結破損で漏水し、室内浸水の原因になります。

※取付方法は壁リモコンの施工説明書をご覧ください。

商品・施工方法についてのお問い合わせは、お客さま相談センターまで  ナビダイヤル TEL 0570-017-173 
 受付時間 平日9:00 ～ 18:00 土・日・祝日 9:00 ～ 17:00（ゴールデンウィーク・夏期・年末年始の休みは除く） 

1200以上

415

700

以
上

（mm）

警告
修理技術者以外の人は、分解したり修理・改
造は行わないでください。
※感電・火災・ケガの原因になります。 分解禁止 

確実にアース線をアースターミナルに接続し
てください。
※接続しなかったり、不適切な接続では、感電・
火災の原因になります。

※コンセントにアースターミナルがない場合は、電気工事
店にご相談ください。

本体や電源プラグに水や洗剤をかけないでく
ださい。
※感電・火災の恐れがあります。

バスルームなど湿気の多い場所には設置しな
いでください。
※感電・火災の原因となります。

ガタついているコンセントやアースターミナ
ル付接地極付以外のコンセントは使用しない
でください。
※感電・火災の原因になります。

上水道以外に接続しないでください。
※機械内部の腐食により感電・火災および皮膚の炎
症の原因になります。

ぬれた手で、電源プラグを抜き差ししないで
ください。
※感電の原因になります。

●交流100V以外では使用しないでください。
●タコ足配線はしないでください。
※火災の原因になります。

電源コードを傷つけたり、破損させたり、加
工したり、無理に曲げたり、引っぱったり、
ねじったり、束ねたり、重いものを載せたり、
挟み込んだりしないでください。
※電源コードが破損し、感電・火災の原因になります。

電源プラグをコンセントに差し込むときは、
根元まで十分差し込んでください。
※ 感電・火災の原因になります。

電 源 の 確 認
配線工事およびコンセントの設置は、下記に準じた工事を行ってください。
配線工事は電気工事店にご依頼ください。
●コンセントはAC100V、最大定格350Wに適したアースターミナル付接地
極付コンセントを使用してください。（ヒーター付便器の場合は、最大定
格に27Wを加えます）。
すでにアースターミナルのない接地極付コンセントや接地極付ではない
コンセントが施設されている場合は、アースターミナル付接地極付コン
セントに変更してください。また、ヒーター付便器や他の電化製品と併
用する場合は、数に応じたコンセントを設置してください。

●必ずアースターミナルは、D種接地工事に準じた工事を行ってください。
アースターミナルには、確実にシャワートイレのアース線を接続してく
ださい。

●コンセントはコード類の届く範囲で、床面より高く水のかからない位置
に設置してください。電源コードおよびアース線の長さは1.2mです。

※施工が完了するまで、電源プラグをコンセントに差し込まないでくださ
い。故障する恐れがあります。

※（70

）

※（70

）

PCW-1185K(18060)

パッキン（青：厚さ1.5mm)

※形状は時期によっ
て多少異なります。

新築・改修工事後や、水道断水の復旧後は、
必ず配管内の空気を抜いてください。
※配管内に空気が混入した状態で給水器具を使用
すると、器具・配管の破損や故障の原因となり、
けがをしたり水漏れによって建物、家財などを濡らす
財産損害発生の恐れがあります。
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施  工  方  法

ロータンク・給水管
（給水ホース）の取外し

(1) 水道の元栓を閉めます。
(2) 便器洗浄を行い、ロータンク内の水
を抜きます。

(3) 電源プラグ、アース線をコンセント
から抜きます。

(4) 止水栓を除き、ロータンクおよび給
水管（給水ホース）を外します。

(5) 既存のリモコンを取り外します。

1

止水栓の準備
(1) 壁給水で止水栓の接続口が上を向い
ている場合は、止水栓本体を締めな
がら接続口を下に向けます。

(2) 止水栓の接続口にアダプターが付い
ている場合は、取り外します。

2

このたびは当社商品をお買い求めいただき、誠にありがとうございました。

●この施工説明書をよく読み、正しく本商品を施工してください。
●施工後は必ず試運転を行ってください。
●お客さまの方に必ず本書と取扱説明書や保証書をお渡しください。お渡し
するときは、使用方法をご説明ください。

●貴店名ならびに据付引渡し日を保証書にご記入の上、お客さまに必ずお渡
しください。また、定期的に点検が必要な部品があることをお客さまに必
ずお伝えください。

注意

機能部の取付け3
機能部下面にある固定ボルト4本と便器のボル
ト穴4個を合わせて機能部を設置します。
※前側の固定ボルトを見ながらボルト穴に差し込
むと容易に取り付きます。

給水ホースの接続4

機能部

便器

新取付ナット

ディストリビューター

フロート弁ねじ

固定ボルト

ボルト穴

(3)クリップを折り曲げ、本体給水ホ
ースと機能部給水口を確実に固定
します。

取付け後にクリップを回し、確実
にはまっていることを確認してく
ださい。また、給水ホースを軽く
引き、確実に接続されていること
を確認してください。

機能部給水口

給水ホース

Oリング

クリップ

機能部給水口を内側に回すなどして、見
栄えを良くします。

給水ホース

機能部給水口

取付図
注意3参照

1.機能部を便器に設置します。

ボルト穴

固定ボルト
機能部

1.給水ホースを機能部接続口に接続します。

2.機能部給水口を回します。

注意2参照

3.給水ホースを止水栓に接続します。

ディストリビューターは、必ずフロート弁
ねじの内径部に確実にはめ込んでください。
※漏水の原因になります。

ディストリビューターを確実にはめ込むた
め以下の点に注意して機能部を設置してく
ださい。
1. ディストリビューター差込部の中心とボ
ルト穴芯が合っている。

2. ディストリビューター差込部が便器上面
に対して垂直である。

上記の2点を満たしていない場合は、便器
からディストリビューターをいったん取り
外し、正しい位置と角度に取り付けなおし
てください。

注意 2

●ナットの締付けは片利きのないように左右く
りかえし、少しづつ行ってください。
※漏水の原因になります。

●新取付ナットは、黒いゴム部分が上です。矢
印を上に向けて組み付けてください。

●手で締めにくい場合は、工具（対辺17mm）
で増締めしてください。

フロート弁ねじ

ディストリビューター

注意 3

止水栓接続口の向きは、必ず締める側に回
して変えてください。
※逆に回すと漏水の原因になります。
※無理に力を加えると、破損する恐れがあ
ります。

注意 1

Oリングを傷つけないように注意してください。
※Oリングが切れたり、傷ついたりすると
漏水します。

●クリップは確実にはめ込んでください。
※きちんとはまっていないと漏水します。

注意 5

クリップの先端がカチッと音がするまでは
め込んでください。
※きちんとはまっていないと漏水します。

注意 7

●給水ホースは鋭角に
曲げないでください。
※破損して漏水する
恐れがあります。

注意 4

注意 6

ディストリビューター差込部

ボルト穴

垂直

壁給水の場合 床給水の場合

止水栓

給水ホース

給水ホース

Oリング

クリップ

機能部給水口

止水栓

取付図

クリップ
クリップ

(2)クリップを給水ホースと機能
部給水口に差し込みます。

注意6参照

(1)給水ホースの端についている
ピンクのキャップを取り、給
水ホースを機能部給水口に差
し込みます。 ※ クリップに方向性はありませ

ん。注意5参照注意4参照

(2)給水ホースに無理な力がかかっていないことを確認し
てから、止水栓側のナットをスパナー等で締め付けま
す。

(1パッキン（青：厚さ1.5mm）を入れて、給水ホー
スのナットを止水栓に手で軽く締め付けます。
（仮締め）

参考2
●ホースが長すぎる場
合、同梱のホースフ
ックをロータンク裏
等に貼り、見栄え良
くホースを取り回し
てください。

ホースフック

ホース

参考2参照

(1) 新取付ナットが開いてい
ることを確認します。
もし、開いていない場合
は、下図のように゛カチ
ッ″というまで引っぱっ
て開きます。

2.機能部を固定します。

注意3参照

(2) 新取付ナットを固定ボ
ルトに通します。

(3) 新取付ナットを上
に押し込み、閉じ
させます。

(4) 新取付ナットを手
で回して、締め付
けます。

固定ボルト

新取付
ナット

便器 押
し
込
む

締
め
付
け
る

閉じている状態 開いている状態

注意7参照

カチッ 

クリップ

折り曲げます。

パッキン（青：厚さ1.5mm）

止水栓

給水ホース

パッキン（青：厚さ1.5mm）

パッキン
（青：厚さ1.5mm）

注意4参照

止水栓

給水ホース

止水栓

アダプター

接続口

接続口

注意1参照

参考1参照
●クリップによっては外す際に、クリップを
指で押さえ、マイナスドライバーを差し込
んだ後、図のように下方向に押すようにし
て外してください。

押す

参考1
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2.中フタを外します。
(1)中フタ中央とタンクカバーをは
さむようにして中フタツメの勘
合を外し、中フタを外します。

(2)手洗付の場合は接続管を接続管
ホルダーに差し込みます。

(3)止水栓を全開にして、ロータン
クに通水します。

1.ロータンクフタを外します。

3.止水位を調節します。
取り付ける便器に応じた止水位を、水位調節ねじで
調節します。（右表参照）

4.補給水管ホースを接続します。
【コンパクトリトイレ便器(BC-150S,BC-250S)の場合】
タンク前側に差し込んでいる補給水管ホースを外し、オーバーフロー管
に接続します。

止水位の調節

中フタ

5

6

接続管

オーバーフロー管

●接続管は接続管ホルダーに確
実に差し込んでください。
※差込が不十分だと漏水の原
因になります。

●ロータンクフタが浮いていた
り、ぐらつく場合は、差し込み
不十分ですので、再度差し込み
直してください。
※漏水の原因になります。

注意 10

参考3参照

●必ず本体の施工が終了してか
ら電源を入れてください。

●電源ランプが点灯しない場合
は、電源プラグのリセットボ
タンを押して、電源ランプが
点灯することを確認してくだ
さい。

●便座に触れたままコンセント
に電源プラグを差し込まない
でください。シャワー（おし
り、ビデ）が出なくなること
があります。
シャワーが出ない場合は、便
座に触れないで電源プラグを
再度差し込んでください。

注意 11

ロータンクフタの取付け

1.中フタを取り付けます。
手洗付の場合は、接続管をロータ
ンクの接続管ホルダーの形状に合
わせて確実に差し込みます。

接続管

接続管ホルダー

中フタ

参考3
●このロータンクは、手洗無しの
タイプも接続管が付いています。
内タンクの接続管ホルダーに奥
まで差し込まれていることを確
認してください。

接続管ホルダー接続管

止水栓のマイナス溝が樹脂製の
場合は、傷をつける恐れがあり
ます。以下の点に注意してくだ
さい。
※マイナス溝にあったマイナスド
ライバーを使用してください。

1. 止水栓を閉めておきたい場合
は、次の要領で閉めてください。
（1）はじめに軽く閉めます。
（2）スピンドルが止まったと

ころから、さらに約1/4
回転（目安）ほど締めま
す。

注意 9

2.止水栓を全開にする場合は、
固着を防ぐため必ずスピンド
ルを全開の位置から半回転戻
しておいてください。

スピンドル（マイナス溝）

止水栓

リモコンに同梱されている施工説明書に従って、リモコンを取り付けます。

●右に回す：水位が上がります。
●左に回す：水位が下がります。

●水位調節量
（オーバーフロー管上端から水面までの距離）

水位調節ねじ

上がる下がる

7 電源の接続

8 リモコンの位置決め・取付け

1.アース線を接続します。
2.電源プラグをコンセントに差し込みます。

アース線

漏電表示ランプ

リセットボタン

警告

注意11参照

3.電源が入っていることを確認します。
本体の電源ランプが点灯することを確認します。

電源ランプ

手洗吐水口2.ロータンクフタを取り付けます。
ロータンクフタをロータンクに取り付けます。
手洗付の場合は、手洗吐水口の下端部に接続
管立上り部を確実に差し込んでください。

ロータンクフタ

接続管立上り部

WLマーク

水位調節ねじ

接続管の出口は必ずタンク内の
接続管ホルダーに差し込んでく
ださい。
※上に向いていると、タンクの
外に水が飛び出し、床や壁を
濡らす恐れがあります。また、
電装部品に水がかかると故障
する原因となります。

注意 8

注意8参照

注意10参照 注意10参照

中フタ

タンクカバー

接続管ホルダー

電装部品

接続管

確実にアース線をアースターミナルに接続して
ください。
※接続しなかったり、不適切な接続では、感電・火
災の原因になります。

※コンセントにアースターミナルがない場合は、電気工事店
にご相談ください。

取り付ける便器 
MCタイプ 

シリーズ名 
アメージュ C

標 
準 
便 
座 

大 
型 
便 
座 

便器品番 
BC-110SU,PU
BC-110ST,PT

CCタイプ 

― 
― 

コンパクト 
リトイレ 

BC-150S ― 
BC-250S ― 

アメージュ M BC-120S 20mm ― 
BC-120SU,220P 20mm ― 
BC-220S,PU 55mm ― 

リトイレ BC-240S 55mm ― 
ベーシア BC-600S 20mm ― 

BC-170S 20mm ― 
BC-260P 20mm ― 
BC-270S,P 55mm

35mm
35mm
25mm
50mm

― 

補給水管ホース

オーバーフロー管

注意9参照

水位調節量

※WLマークと水位調節後の水位は異なりますが、問題ありません。

警告
必ず正しい位置に止水位を調節してください。
※オーバーフローによる止水不良や、水量不足に
よる洗浄不良（紙づまり、汚物残り）の原因に
なります。
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PCW-1185K(18060)

水漏れ点検
1.漏水がないことを確認します。
(1)洗浄ハンドルを操作して便器洗浄を数回行
います。

(2)各接続部に漏水がないことを確認します。
同時に、フロート弁の開閉、ボールタップ
の動作、洗浄ハンドルの戻り具合等ロータ
ンク内部金具に不具合がないことを確認し
ます。

2.便器洗浄を確認します。
(1)便器鉢内に長さ約760mmのトイレットペーパーを丸めたもの7個を入れ
ます。

(2)1回の洗浄で排出できることを確認します。もし、1回で排出できない
場合は、フロート弁やその他の内部金具を点検します。

3.溜水面の点検をします。
洗浄ハンドルを操作して数回洗浄した後、便器の溜水面が低下しないことを確
認します。溜水面が低下しない場合は、調整作業は不要です。

おしり・ビデ洗浄の確認
1.おしり洗浄を確認します。
(1)腕を便座にのせ、おしりスイッチを押します。
はじめは、タンクが満水になってシャワーが
出るまで1～2分程度かかります。（洗浄強さ
を最強にしておくと早く出てきます。）
おしり洗浄はスイッチを押してから2分後に
自動停止します。ノズルが出てこない場合、
再度スイッチを押してください。

(2)ノズルが伸びてきたら、先端に手をかざして
シャワーを受け止めます。

(3)止スイッチを押すとおしり洗浄が停止しま
す。

1 2

お客さまにお渡しするまでに凍結が予想される場合
は、水を抜いておいてください。
(1)止水栓を閉めて、ロータンクおよびシャワートイレへの給水
を止めます。

(2)ロータンクの洗浄ハンドルを操作して、ロータンク内の水を
抜きます。

(3)洗面器等を下に置き、ロータンク右側の温水タンク水抜栓を
外して温水タンク内の水を抜きます。
※最初、タンク内の水は横に飛び散るので、壁を濡らさない
ようにしてください。

水の出方が悪い場合は、
ストレーナーを掃除してください。

(1)止水栓を閉めます。

(2)ロータンク左下にあるロータンク用ストレーナ
ーとシャワートイレ用ストレーナーを外します。
このとき、洗面器等を下に置きます。

(3)ストレーナー部やOリング部に付いているゴミ
を水洗いして完全に取り除いてください。

(4)ストレーナーを元の場所に締め付けます。

(5)止水栓を開けます。

ロータンク用
ストレーナー

シャワートイレ用
ストレーナー

(4)ロータンク左下にあるロータンク用ストレーナーとシャワー
トイレ用ストレーナーを外します。

(5)給水ホースを持ち上げるようにして、ホース内の水を完全に
抜きます。

(6)ストレーナー部やOリング部に付いているゴミを水洗いし
て完全に取り除いてください。

(7)温水タンク水抜栓と各ストレーナーをしっかりと締め付けま
す。

(8)電源プラグをコンセントから抜きます。

温水タンク水抜栓

洗浄ハンドル

止水栓

腕まくりをして、肌で便座
に直接触れてください。

※着座センサーがあるため、便
座に触れないとおしり洗浄、
ビデ洗浄、脱臭は作動しませ
ん。

右に回す

ロータンク用ストレーナー

給水ホース

給排水接続部の水漏れ点検は、数回繰
り返して水を流さないと確認が困難な
場合があります。

注意 12

●止水栓を開けたままストレーナーを
外さないでください。
※ストレーナー部から漏水します。

●止水栓の調節部が樹脂製の場合は、
キズを付ける恐れがあります。必要
以上に閉めすぎないでください。

注意 14

●ストレーナーを取り付ける際は、す
き間がないようにしっかり締めてく
ださい。
※確実に締めないとストレーナー部
から漏水します。

注意 15

注意12参照

注意14参照

注意15参照

試 運 転 （施工が完了したら、次の要領で試運転を行います。）

注意15参照
ロータンク用
ストレーナー

シャワートイレ用
ストレーナー

止水栓

右に回す
注意14参照

※脱臭スイッチはありません。便座に触れるとファンが作動します。

シャワートイレ用ストレーナー

ロータンク用ストレーナー

シャワートイレ用ストレーナー

参 考
●脱臭カートリッジは、すでに商品に組み
込まれています。

2.ビデ洗浄も同様に確認します。
(1)おしり洗浄と同じように便座に触れながらビデスイッチを押します。
ノズル（ビデ用）が伸びておしり洗浄よりも25mm程度前にシャワーが噴出
することを確認します。

(2)止スイッチを押すとビデ洗浄が停止します。

●ロータンク用ストレーナーとシャワ
ートイレ用ストレーナーの取付けを
間違えないでください。

すき間

①

②

フタを開けます。

電源の入切をしま
す。

電源入/切
ノズルを洗浄する
水がノズル付近よ
りでます。

ノズルそうじ

便座、温水の温度を下げて節電します。
節電

便座から立つと自動で
便器洗浄します。

自動便器洗浄
〈フルオート便器洗浄付の場合〉 便座が暖かくなり

ます。

便座

シャワーが温かくなります。
温水

注意13参照

溜水面が低下する場合は、便器の性能
が十分に得られない可能性があります。
下記の調整作業を行ってください。

注意 13

溜水面が低下する場合

溜水面が低下しない場合

補給水管ホース

オーバーフロー管

ロータンクフタ、中フタを開けます。
※ロータンクフタを開ける際には、電
源を切ってください。

タンク前側に差し込んでいる補給水管
ホースを外し、オーバーフロー管に接
続します。
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●おしり洗浄●ビデ
洗浄時にノズルの位
置が移動します。

洗浄位置
ノズルが前後に動
いて広い範囲を洗
浄します。

ワイド洗浄
洗浄強さの強弱が
繰り返されます。

マッサージ

●おしり洗浄●ビデ洗
浄の動作が止まりま
す。

止

便器内を洗浄します。

流す
〈フルオート便器洗浄付の場合〉


